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九条の会・いすみ市
運営委員会

この間の国会審議は、自民.公明.維新.国民民主党の数の力により審議不十分なまま閣議決定をご

り押しされることが常態化しています。その中でもとりわけ、九条の会として黙認できない最重

要問題として、歴代政権が掲げてきた専守防衛の建前を安倍政権以降は投げ捨て、岸田政権では

敵基地攻撃能力（反撃能力）の保持に加えて、自民、公明両党は「防衛装備移転三原則」を巡る

与党協議で「武器輸出三原則」を大幅に要件を緩和しました。輸出拡大し防衛産業を儲けさせた

いという自民党の要求を、曲がりなりにも平和の党を自認する公明党が条件付きであれ容認しま

した。戦闘機や殺傷能力のある武器の輸出解禁が現実となることは、戦争できる国にするという

ことであり、罪なき人々を殺す道具を製造し売るということは、九条を踏みつけにし平和主義の

理念を捻じ曲げ公然と憲法違反をするものです。

中国のアジア海域における現状変更の動きには言論により抗議すべきであり断固容認してはな
らないものです。同時に米国にも緊張を高める行動をやめるよう働きかける必要があります。中
国は歴史や文化、経済どれをとっても欠かすことのできない隣国であり、東南アジア諸国連合
（ＡＳＥＡＮ）の平和を構築発展させるうえでも重要な存在です。
憲法９条を持つ日本こそが、東アジア友好協力条約を展望する「ＡＳＥＡＮインド太平洋構

想」に加わり、中国を敵対排除するのではなく対話と外交で協力協調を促し、ＡＳＥＡＮと手を
携え東アジアの国々の相互の垣根を低くして、戦争の火種をつくらせないよう平和的な外交を率
先して行うことが、唯一の被爆国であり九条を持つ国として展開すべきことだと思います。

九条の会・いすみ市運営委員会

武器輸出の推進・拡大、安保３文書に基づく軍事国家へと猛進‼

米国バイデン大統領はウクライナ支援でクラスター弾を供与すると発表、それは不発弾として
残っても極めて危険な兵器であり、１００カ国以上で使用禁止されているものです。岸田首相は
今月、ＮＡＴＯ首脳会談とＥＵ定期首脳会議に出席、ＮＡＴＯとの連携強化の取り組みとして東
京に連絡事務所が開設されることは大きな問題です。日本が米国と共同体となって他国に脅威を
与える攻撃的兵器を増強することは、更に緊張を高め日本が米軍と一緒に戦う意思を自ら表明す
るようなものです。台湾脅威論が取り上げられていますが、米中の覇権争いが軍事衝突すれば、
沖縄はもとより米軍基地のある日本全土、東アジアの国々まで多大な影響が及びます。米国はイ
ラク戦争以降、同盟国や同志国を戦争の最前線に立たせるやり方に変えているとの指摘もありま
す。自衛隊員の命がさらに危険にさらされるものです。

アメリカのいいなり！憲法９条を無視する岸田政権にＮＯを！

暑中お見舞い申し上げます。
皆さんお元気でお過ごしくださいますよう願っております。

憲法９条を持つ日本だからこそ、やってはならないことがある！



学習会の予定

場 所 大原文化センター
資料代 １００円

開催日 以下の土曜日

８月２６日

９月３０日

１０月２１日

時 間 AM

１０：００～１２：００

活動の予定

―原爆の日―

大原駅前でスタンディングと署名

歌声と反戦反核・平和のリレートーク

８月６日（日）

８時３０分から９時４５分まで

☆ハーモニカ等楽器や自作プラカードの持参歓迎！

―スタンディング参加に際してのお願い―
新型コロナ感染拡大と暑い時期なので、 風邪をひいているな
ど体調の悪い方や体力に自信のない方はご無理なさらず、お願
いします。 参加者はできるだけマスクの着用をお願いします。 

  私は、憲法前文で書かれている ‟国民主権” ‟基本的人権の尊重” ‟平和主義”の三原則は、
旧憲法（明治憲法＝天皇絶対主義）との大きな違いであり、その精神、理想と目的を条文化した、
１条・９条・１１条・１３条・１４条・２４条・２５条が最も大切で、中でも平和（＝戦争のな
い社会＝）でなければこれらの条文に書かれた国民の基本的権利が保障されないと思います。岸田
政権が敵基地攻撃能力の保有を謳い、再び日本が戦争につき進もうとしている動きに反対しま
す。

  今年の３月１５日に幕張メッセで行われた「武器見本市」反対集会に参加しましたが、会場の中
では戦争兵器の売買で大儲けしている ‟死の商人”とそれに群がり、利益を得ようとする政府や軍
事企業の間で‟如何に正確に敵の標的に命中させるか、何人殺せるか”の品評会が行われている
ことに空恐ろしさを感じました。‟ダイ・イン”行動で見上げた青く広がる空が続くその下で怯え
る子どもたち、人々のいることに想いを馳せました。

阪倉 

  私が日本国憲法で、目を見張るのは「日本国民は正当に選挙された国会のおける・・・」から
始まる前文です。
この前文に託されているのは、三つの理念（基本的人権の尊重・平和主義・国民主権）を発信す
る意義と役割です。
この崇高な前文を、松元ヒロさんのようにスラスラ唱えることができたら、もう最高！
「雨にも負けず、風にも負けず」ぐらいだったら、ナントかなるのですが？
なかなかヒロさんのようにはいきません。
せめて、冷蔵庫の扉にでも貼って日々、脳や心に刺激を与えていきたいと思っています。

宮沢 
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